
議 会 運 営 委 員 会 
令和3年 3月 1日（月） 

個人一般質問終了後 

開議   時   分 

閉議   時   分 

全員協議会室 

出 席 者 

〔委 員〕笹田委員長、川上副委員長、三浦委員、沖田委員、柳楽委員、飛野委員、 
岡本委員、芦谷委員、道下委員、澁谷委員、牛尾委員 

〔議長団〕川神議長、佐々木副議長 
〔委員外議員〕西川議員、西村議員 

〔執行部〕坂田総務部長、佐々木総務課長、河内財政課長、猪狩総務管理係長 

〔事務局〕古森局長、下間次長、近重書記 

 

議 題 

1  令和 3年 3月浜田市議会定例会議について 

⑴ 令和3年 3月浜田市議会定例会議の追加付議事件等及び付託案について 

 資料1-1、1-2 

⑵ 議会提出議案について 資料1-3 

 ア 浜田市議会会議規則の一部改正について 

 イ 浜田市議会委員会条例の一部改正について 

 ウ 浜田市議会基本条例の一部改正について 

  

⑶ その他 

 

2  請願者等の意見陳述について 

 

3  陳情審査について 

⑴ 陳情第193号 陳情の推進に関する陳情について 資料2 

 

4  自由討議要領案の検討について 資料3 

 

5  予算決算委員会の在り方について 資料4 

 

6  その他 資料5 
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令和 3 年 3 月浜田市議会定例会議 付議事件（追加分） 

 

議案等（2 件） 

〔補正予算 2 件〕 

議案第 45 号 令和 2 年度浜田市一般会計補正予算（第 12 号） 

議案第 46 号 令和 3 年度浜田市一般会計補正予算（第 1 号） 
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追加提案議案 概要説明資料 

（令和 3 年 3 月 3 日追加提案予定） 

 

議案第 45 号 

〇 令和 2 年度浜田市一般会計補正予算（第 12 号） 

 (1) 編成概要 

新型コロナウイルス感染症対策として追加で取り組む事業費に加え、令

和 3 年 1 月の積雪により被災した農業用施設の復旧に係る事業費等につい

て調整を行うものです。 

 

(2) 予算規模                    （単位：千円） 

会  計  名 補正前の額 補 正 額 計 

一 般 会 計（第 12 号） 46,157,388 21,526 46,178,914 

 

(3) 補正事項 

主な補正事項は次のとおりです。 

 ① 新型コロナウイルス感染症対策として追加で取り組む事業費の調整 

 〇新型コロナウイルス感染者等が自宅待機時に買い物代行を利用し

た費用に対する助成 

 ○小中学校における新型コロナウイルス感染症対策経費 

② 令和 3 年 1 月の積雪により被災した農業用施設の復旧に係る事業費

の調整 

○被災した農業用ハウスの撤去費及び復旧費に対する助成 

③ 繰越明許費 

 〇被災農業用施設等復旧支援事業 

 ○新型コロナウイルス感染症対策事業（小中学校における新型コロナ

ウイルス感染症対策） 

④ 債務負担行為 

 ○Ｕ・Ｉターン者等ＰＣＲ検査費補助金 

 ○中小企業者等特別応援給付金 

  

令和 3 年 3 月 1 日 

議会運営委員会資料 
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議案第 46 号 

〇 令和３年度浜田市一般会計補正予算（第 1 号） 

 (1) 編成概要 

新型コロナウイルス感染症対策として追加で取り組む事業費に加え、新

型コロナウイルスワクチン接種に係る事業費等について調整を行うもの

です。 

 

(2) 予算規模                    （単位：千円） 

会  計  名 補正前の額 補 正 額 計 

一 般 会 計（第 1 号） 37,230,000 692,646 37,922,646 

 

(3) 補正事項 

主な補正事項は次のとおりです。 

 ① 新型コロナウイルス感染症対策として追加で取り組む事業費の調整 

  〇Ｕ・Ｉターン者等ＰＣＲ検査費助成事業 

  〇新型コロナウイルス感染症対策事業 

   ・まちづくりセンター、文化施設及びスポーツ施設の水道蛇口をレ

バー式に交換 

   ・庁舎設置用体温検知器の購入及び新型コロナウイルス感染者等が

自宅待機時に買い物代行を利用した費用に対する助成 

  ○新型コロナウイルス感染症対策生活困窮者支援事業 

  ○新型コロナウイルス感染症対策関連経営支援事業 

   ・売上が減少した中小企業者等に対し特別応援給付金の支給を行う

とともに、事業者向けの支援相談窓口の設置延長 

  ○学校支援員配置事業 

 ② 新型コロナウイルスワクチン接種に係る事業費の調整 

 ○新型コロナウイルスワクチン接種事業 

③ 補助事業の決定に伴う年度間調整（令和 3 年度→令和 2 年度） 

 ○新型コロナウイルス感染症対策事業（学校保健費） 



資料1-2 

1 / 1 

令和3年3月浜田市議会定例会議 付託先一覧（案） 

 

【付託件数内訳】 

予算決算委員会 2件 

 

市長提出議案等（議案2件） 

議案等番号 件 名 付託先等 

議案第45号 令和2年度浜田市一般会計補正予算（第12号） 予算決算委員会 

議案第46号 令和3年度浜田市一般会計補正予算（第1号） 予算決算委員会 
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発議第 号 

 

浜田市議会会議規則の一部を改正する規則について 

 

 浜田市議会会議規則の一部を改正する規則を次のとおり、浜田市議会会議

規則第 13 条第 2 項の規定により議案を提出する。 

 

  令和 3 年 3 月 17 日 提出 

 

議会運営委員会 

委員長   笹 田  卓 

  

資料 1-3 
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浜田市議会会議規則の一部を改正する規則 

 

浜田市議会会議規則（平成 17 年浜田市議会規則第 1 号）の一部を次のよう

に改正する。 

第 2 条第 1 項中「事故のため」を「公務、疾病、育児、看護、介護、配偶

者の出産補助その他のやむを得ない事由のため」に改め、同条第 2 項中「日

数を定めて」を「出産予定日の 6 週間（多胎妊娠の場合にあっては、14 週間）

前の日から当該出産の日後 8 週間を経過する日までの範囲内において、その

期間を明らかにして」に改める。 

附 則 

この規則は、公布の日から施行する。 

  



 3 / 12 

新規・提案規則概要説明資料 

 

担当部名称 議会運営委員会 

1 区   分 改正 規則 

2 題   名 浜田市議会会議規則の一部を改正する規則 

3 目的・理由 

女性をはじめとする多様な人材の市議会への参加を促進

する環境整備及び住民が議員として活動するに当たっての

制約要因の解消を図るため、所要の改正を行う。 

4 概 要 

1  欠席の届出関係の変更（第 2 条関係） 

 ⑴ 欠席事由の変更 

 ⑵ 出産について産前・産後期間の追加 

5 施行期日等 公布の日 

6 備   考 特になし 
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浜田市議会会議規則（平成 17 年浜田市議会規則第 1 号）新旧対照表  （下線部分が改正箇所） 

現行 改正後（案） 

（欠席、遅刻又は早退の届出） （欠席、遅刻又は早退の届出） 

第 2 条 議員は、事故のため＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿欠席、遅刻又は早退するときは、そ

の理由を付け、当日の開議時刻までに議長に届け出なければならな

い。ただし、やむを得ない事情により届出ができない場合には、その

事情がなくなった後、速やかに議長に届け出るものとする。 

第 2条 議員は、公務、疾病、育児、看護、介護、配偶者の出産補助そ

の他のやむを得ない事由のため欠席、遅刻又は早退するときは、その

理由を付け、当日の開議時刻までに議長に届け出なければならない。

ただし、やむを得ない事情により届出ができない場合には、その事情

がなくなった後、速やかに議長に届け出るものとする。 

2 議員は、出産のため欠席するときは、日数を定めて＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿、あらかじ

め議長に届け出ることができる。 

2 議員は、出産のため欠席するときは、出産予定日の 6週間（多胎妊

娠の場合にあっては、14 週間）前の日から当該出産の日後 8 週間を

経過する日までの範囲内において、その期間を明らかにして、あらか

じめ議長に届け出ることができる。 
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発議第 号 

 

浜田市議会委員会条例の一部を改正する条例について 

 

 浜田市議会委員会条例の一部を改正する条例を次のとおり、浜田市議会会

議規則第 13 条第 2 項の規定により議案を提出する。 

 

  令和 3 年 3 月 17 日 提出 

 

議会運営委員会 

委員長   笹 田  卓 
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浜田市議会委員会条例の一部を改正する条例 

 

浜田市議会委員会条例（平成 17 年浜田市条例第 306 号）の一部を次のよう

に改正する。 

第 14 条第 1 項中「事故のため」を「公務、疾病、育児、看護、介護、配偶

者の出産補助その他のやむを得ない事由のため」に改め、同条第 2 項中「日

数を定めて」を「出産予定日の 6 週間（多胎妊娠の場合にあっては、14 週間）

前の日から当該出産の日後 8 週間を経過する日までの範囲内において、その

期間を明らかにして」に改める。 

附 則 

この条例は、公布の日から施行する。 
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提 案 条 例 説 明 資 料 

 

担当部名称 議会運営委員会 

1 議 案 番 号 発議第 号 

2 題   名 浜田市議会委員会条例の一部を改正する条例 

3 目的・理由 

女性をはじめとする多様な人材の市議会への参加を促進

する環境整備及び住民が議員として活動するに当たっての

制約要因の解消を図るため、所要の改正を行う。 

4 概 要 

1  欠席の届出関係の変更（第 14 条関係） 

 ⑴ 欠席事由の変更 

 ⑵ 出産について産前・産後期間の追加 

5 施行期日等 公布の日 

6 備   考 特になし 
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浜田市議会委員会条例（平成 17 年浜田市条例第 306 号）新旧対照表  （下線部分が改正箇所） 

現行 改正後（案） 

（欠席、遅刻又は早退の届出） （欠席、遅刻又は早退の届出） 

第 14 条 委員は、事故のため＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿欠席し、遅刻し、又は早退するとき

は、その理由を付け、当日の開議時刻までに委員長に届け出なければ

ならない。ただし、やむを得ない事情により届出ができない揚合には、

その事情がなくなった後、速やかに委員長に届け出るものとする。 

第 14 条 委員は、公務、疾病、育児、看護、介護、配偶者の出産補助

その他のやむを得ない事由のため欠席し、遅刻し、又は早退するとき

は、その理由を付け、当日の開議時刻までに委員長に届け出なければ

ならない。ただし、やむを得ない事情により届出ができない揚合には、

その事情がなくなった後、速やかに委員長に届け出るものとする。 

2 委員は、出産のため欠席するときは、日数を定めて＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿、あらかじ

め委員長に届け出ることができる。 

2 委員は、出産のため欠席するときは、出産予定日の 6週間（多胎妊

娠の場合にあっては、14 週間）前の日から当該出産の日後 8 週間を

経過する日までの範囲内において、その期間を明らかにして、あらか

じめ委員長に届け出ることができる。 
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発議第 号 

 

浜田市議会基本条例の一部を改正する条例について 

 

 浜田市議会基本条例の一部を改正する条例を次のとおり、浜田市議会会議

規則第 13 条第 2 項の規定により議案を提出する。 

 

  令和 3 年 3 月 17 日 提出 

 

議会運営委員会 

委員長   笹 田  卓 
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浜田市議会基本条例の一部を改正する条例 

 

浜田市議会基本条例（平成 23 年浜田市条例第 34 号）の一部を次のように

改正する。 

第 3 条に次の 1 項を加える。 

6 議会は、多様な人材の議会への参画を促進するため、議会活動と育児及び

介護等の両立が可能となるよう環境整備等に努めなければならない。 

第 21 条に次の 1 項を加える。 

5 議会は、請願又は陳情について、その趣旨を的確に把握し、委員会におけ

る審査の充実を図るため、請願者又は陳情者が説明又は意見陳述をするこ

とができる機会を設けるものとする。 

第 24 条第 2 項中「第 109 条第 7 項」を「第 109 条第 6 項」に改める。 

附 則 

この条例は、公布の日から施行する。 
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提 案 条 例 説 明 資 料 

提案者 議会運営委員会 

1 議 案 番 号 発議第  号 

2 題 名 浜田市議会基本条例の一部を改正する条例 

3 目的・理由 

女性をはじめとする多様な人材の市議会への参加を促

進する環境整備を図る。 

また、議会への市民参加を図るため、請願及び陳情を委

員会で審査する際に、提出者から趣旨説明当を行う請願者

等の意見陳述の場を設けることに伴い、所要の改正を行う

ものです。 

4 概 要 

1  議会の活動原則に係る追加項目（第 3 条関係） 

 議会は、多様な人材の議会への参画を促進するため、議

会活動と育児及び介護等の両立が可能となるよう環境整

備等に努めなければならない。 

2 市民と議会との関係にかかる追加項目（第 21 条関係） 

議会は、請願又は陳情について、その趣旨を的確に把握

し、委員会における審査の充実を図るため、請願者又は陳

情者が説明又は意見陳述をすることができる機会を設け

るものとする。 

3  その他規定の整理（第 24 条関係） 

5 施行期日等 公布の日 
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浜田市議会基本条例（平成 23 年浜田市条例第 34 号）新旧対照表  （下線部分が改正箇所） 

現行 改正後（案） 

（議会の活動原則） （議会の活動原則） 

第 3条 〔略〕 第 3条 〔略〕 

2～5 〔略〕 2～5 〔略〕 

〔新設〕 6 議会は、多様な人材の議会への参画を促進するため、議会活動と育

児及び介護等の両立が可能となるよう環境整備等に努めなければな

らない。 

（市民と議会との関係） （市民と議会との関係） 

第 21 条 〔略〕 第 21 条 〔略〕 

2～4 〔略〕 2～4 〔略〕 

〔新設〕 5 議会は、請願又は陳情について、その趣旨を的確に把握し、委員会

における審査の充実を図るため、請願者又は陳情者が説明又は意見

陳述をすることができる機会を設けるものとする。 

（議員定数及び議員報酬） （議員定数及び議員報酬） 

第 24 条 〔略〕 第 24 条 〔略〕 

2 議員定数及び議員報酬の改正の議案は、市民の直接請求による場合

及び市長が提出する場合を除き、明確な改正理由を付して、地方自治

法（昭和 22 年法律第 67 号）第 109 条第 7 項又は第 112 条第 1 項の

規定により、委員会又は議員から提出するものとする。 

2 議員定数及び議員報酬の改正の議案は、市民の直接請求による場合

及び市長が提出する場合を除き、明確な改正理由を付して、地方自治

法（昭和 22 年法律第 67 号）第 109 条第 6 項又は第 112 条第 1 項の

規定により、委員会又は議員から提出するものとする。 
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資料 3 

自由討議要領案の検討について 
 

1  浜田市議会基本条例関係規定抜粋 

 

（自由討議による合意形成等） 

第11条 議長は、議会は議員による自由な討論の場であることを認識

し、市長等に対する本会議等への出席要請を必要最小限にとどめ、議

員相互間の討議を中心とする運営に努めるものとする。 

2 議会は、本会議等において、議案、請願及び陳情（以下「議案等」

という。）を審議し、結論を出す場合においては、議員相互間の討議

により議論を尽くして合意形成に努めるとともに、市民に対する説明

責任を果たすものとする。 

 

2  参考資料 

（出展：早稲田大学マニフェスト研究所 議会改革調査部会 

議会改革度調査 2016 議員間討議の導入と運用 から抜粋 

 

（議員間討議の意義） 

■議会が持つ最大の権限は『議決権』。議員は住民の代表であり、執行

部が執行する事務は議会が決めている。そのため、「何故そのように

決定したのか」を住民へ説明する責任は議会にこそある。決定に至る

プロセス（どのような意見が出て、どのように決定に至ったのか）が

重要。 

 

■議会は『熟議』を通して住民のためによりよい結論を出すことが求め

られる。そのためには、執行部への質問や質疑だけでなく、また、賛

成や反対の一方的な主張だけに終始するのではなく、議員同士が十分

に討議を行い、争点や論点を明確にしたうえで、合意形成を図る必要

がある。 
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3  浜田市議会自由討議実施要領（案） 

 

（趣旨） 

第１条 この要領は、浜田市議会基本条例(平成 23 年浜田市条例第 34 号）第

11 条に規定する自由討議の実施に関し必要な事項を定めるものとする。 

 

（目的及び場） 

第２条 自由討議は、問題点を浮き彫りにし、さまざまな観点から論点を整

理し、議員間及び委員間の理解を深めることともに、議員の政策立案等に

係る議会としての説明責任を果たすことを目的とする。 

２ 自由討議の場は、本会議、委員会、浜田市議会会議規則（平成 17 年 11

月 17 日議会規則第 1 号）第 107 条に規定する協議等の場（以下「本会議

等」という。）において実施できるものとする。 

 

（議題） 

第３条 自由討議の議題は、議員又は市長から提案された議案及び市民から

提出された請願又は陳情とする。 

２ 議長、委員長又は会長（以下「議長等」という。）は、前項の議題の他に

あらかじめ会議に諮り自由討議に付すべき重要な課題を決定することが

できるものとする。 

 

（開始） 

第４条 自由討議は、本会議等においては、議長等、委員又は議員の発議又

は議員の動議により開始する。 

２ 前項の場合において、自由討議を発議する場合は、当該自由討議の趣旨

及び目的を明確に示さなければならない。 

３ 前条第 1 項における自由討議は、採決の前に行うものとし、自由討議後

の質疑は行わないものとする。ただし、議長又は委員長が必要と認める場

合は、この限りでない。 
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（発言者等） 

第５条 発言者は、議長等が指名するものとする。 

２ 発言者は、自らの意見や考えを積極的かつ丁寧に述べるとともに他の議

員又は委員の意見に対しても真摯に耳を傾け、討議を尽くして論点を明確

にし、最適な結論を導き出すよう努めるものとする。 

３ 市長その他の執行機関及びその職員は、発言に加わらないものとする。

ただし、議長等から発言を求められた場合及び許可を得た場合は、この限

りでない。 

 

（発言の禁止） 

第６条 議長等は、委員又は議員の発言が不適切又は不穏当と判断した時

は、発言について注意し、なお従わない場合は、発言を禁止することが

できる。 

 

（自由討議時間等） 

第７条 自由討議は簡潔に行うこととし、議長等は必要があると認めたとき

は時間や回数等に制限等を加えることができる。 

 

（記録及び会議の公開） 

第８条 自由討議の記録及び会議の公開については、本会議又は委員会、全

員協議会の記録及び会議の公開の取扱いの規定に準じる。 

 

（その他） 

第９条 この要領に定めるもののほか、必要な事項は、議長が別に定める。 

 

附 則 

この要領は、令和  年  月  日から施行する。 

 

 



早稲田大学マニフェスト研究所

議会改革調査部会

2017/11/29早稲田大学マニフェスト研究所

議会は熟議をして物ごとを決めるところですが、議員同士の討議を行わない議会は少なくありま
せん。論点や争点を明確にし、よりよい合意形成を行うためには、どのような討議のあり方が必
要でしょうか。議員間討議の導入と運用の現状から考えます。

議員間討議の導入と運用

議会改革度調査2016
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議員間討議の意義
早稲田大学マニフェスト研究所では、
議員間討議を導入することについて、次の理由から重視しています。

■議会は『熟議』を通して住民のためによりよい結論を出すことが求め
られる。そのためには、執行部への質問や質疑だけでなく、また、賛
成や反対の一方的な主張だけに終始するのではなく、議員同士が十分
に討議を行い、争点や論点を明確にしたうえで、合意形成を図る必要
がある。

■議会が持つ最大の権限は『議決権』。議員は住民の代表であり、執行
部が執行する事務は議会が決めている。

そのため、「何故そのように決定したのか」を住民へ説明する責任は
議会にこそある。決定に至るプロセス（どのような意見が出て、どの
ように決定に至ったのか）が重要。
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議員間討議の導入状況

委員会での議員間討議を導入している議会は41%である一方、
本会議での導入は24%に留まっている。

導入あり
42%

≪委員会≫ n=1327≪本会議≫ n=1327

導入あり
24%
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議員間討議の実施状況

議員間討議を導入しているものの、実績のない議会も多い。

実績あり
15%

議員間討議導入している議会（n=324）
のうち実施実績のある議会

≪本会議≫

実績あり
63%

議員間討議導入している議会（n=552）
のうち実施実績のある議会

≪委員会≫
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自治体区分別 導入・実施状況＜本会議＞

「導入あり・実績あり」の割合は政令市が一番高く、10％。
東京23区は一番低く、0％。

4%

10%

2%

0%

4%

3%

3%

6%

10%

21%

0%

27%

16%

3%

都道府県

政令市

中核市

23区

市

町

村

導入あり・実績あり 導入あり・実績なし
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自治体区分別 導入・実施状況＜委員会＞

40%

65%

44%

9%

34%

12%

11%

15%

5%

17%

0%

19%

13%

5%

都道府県

政令市

中核市

23区

市

町

村

導入あり・実績あり 導入あり・実績なし

「導入あり・実績あり」の割合は政令市が一番高く、65％。
東京23区は一番低く、9％。
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議員間討議の実施根拠

・議員間討議を導入している312議会のうち、
240議会(77%)が「議会基本条例」で規定している
と回答した。※自由記述に記載した議会

・「会議規則」や「実施要項」で詳細な内容を
定めている議会もある。

・その他、「申し合わせ」としている議会や

「何も規定していない」議会もある。
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議会基本条例での規定例

鳥取県議会

（政策立案及び政策提言）
第５条議会は、議員提案による条例の制定、議案の修正、決議等を通じ
て、政策立案及び知事等に対する政策提言を積極的に行うものとする。
２議会は、議員提案による条例を制定しようとするときは、議員相互で
十分に討議し、合意形成を図るとともに、その内容に関し知事等の意見
を聴取するよう努めるものとする。

（議員相互の討議）
第６条議員は、常任委員会、議会運営委員会及び特別委員会（以下「委
員会」という。）並びに議案の審査又は議会の運営に関し協議又は調整
を行うための場（以下「協議等の場」という。）において、積極的に議
員相互の討議に努めるものとする。

三重県
四日市市議会

(議員間討議及び意見集約)
第27条 議員は、あらゆる会議において、自らの意見、考えを丁寧に述
べるとともに、他の意見に対しても真摯に耳を傾け、議員間での討議を
尽くさなければならない。
2 議長、委員長等は、議員間での討議を中心に会議を運営し、その結果
を市政に反映させられるよう意見集約に努めるものとする。

(政策提言等)
第28条 議会は、議員間討議を尽くし、意見集約がなされた内容につい
て、政策提言及び条例制定の提案に努めるものとする。
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会議規則での規定例

福島県
会津若松市議会

議員間討議)
第46条 議長は、委員長報告等に対する質疑の終結後、又は委員会の付
託を省略したときは質疑の終結後、議員間討議に付する。

(修正案)
第47条 議長は、修正案の提出があるときは、前条の議員間討議の終結
後、修正案の説明をさせる。
2 議員は、修正案の説明が終わったとき、原案又は修正案の提出者及び
説明のための出席者に対し、質疑をすることができる。

(討論及び表決)
第48条 議長は、第46条に規定する議員間討議が終わったとき、又は前
条第2項の修正案に対する質疑が終わったときは、討論に付し、その終結
の後、表決に付する。

東京都
東村山市議会

（委員間討議)
第112条の2 委員会は、必要に応じて、委員間討議を行うことができる。
2 委員間討議は、質疑終了後に行う。

(質疑、委員間討議又は討論の終結)
第115条 質疑、委員間討議又は討論が終わったときは、委員長は、その
終結を宣告する。
2 質疑、委員間討議又は討論が続出して容易に終結しないときは、委員
は、質疑、委員間討議又は討論終結の動議を提出することができる。
3 質疑、委員間討議又は討論終結の動議については、委員長は、討論を
用いないで会議にはかって決める。
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会議規則での規定例

茨城県
矢祭町議会

(委員の発言)
第67条 委員は、議題について自由に質疑し、及び意見を述べることが
できる。ただし、委員会において別に発言の方法を決めたときは、この
限りでない。

埼玉県
嵐山町議会

(自由討議)
第51条の2 質疑終結後、議長が必要あると認めたとき又は動議があった
ときは、会議に諮って自由討議を行うことができる。

(質疑、自由討議又は討論の終結)
第59条 質疑、自由討議又は討論が終わったときは、議長は、その終結
を宣告する。
2 質疑、自由討議又は討論が続出して容易に終結しないときは、議員は、
質疑、自由討議又は討論終結の動議を提出することができる。
3 質疑、自由討議又は討論終結の動議については、議長は、討論を用い
ないで会議に諮って決める。
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実施要項での規定例

北海道
富良野市議会

（趣 旨）
第１条 この要綱は、富良野市議会基本条例（平成26年富良野市条例第
37号）第13条第１項の規定に基づき実施する自由討議について必要な事
項を定める。

（範 囲）
第２条 自由討議は、本会議、常任委員会、特別委員会等で行う。ただ
し、本会議で行うことが困難と判断された場合は、別途、自由討議の場
を設ける。

（開催の申出）
第３条 自由討議を実施しようとする議員(以下「提案者」という。)は、
会派または１人以上の議員の賛同をもって、案件を付し議長に申し出る。

（実施及び時期）
第４条 議長は、申し出のあった案件を議会運営委員会に諮り、自由討
議の実施の可否及び実施の時期を決定する。

（運 営）
第５条 自由討議は、第３条の申し出をした議員が運営する。
２ 自由討議の時間は、概ね１日間とする。
３ 自由討議の運営にあたっては、結論又は決定を求めない。
４ 自由討議の記録は、作成しない
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実施要項での規定例

岩手県
滝沢市議会

（開始）
第3条 自由討議は、本会議において議長の発議又は議員の動議により、委員
会において委員長の発議又は委員の動議により開始する。
2 前項の場合において、自由討議を発議する場合は、討議の趣旨及び目的を
明確に示さなければならない。
3 自由討議は、質疑のあと討論の前に行うものとし、自由討議後の質疑は行
わないものとする。ただし、議長等が必要と認める場合は、この限りでない。
4 議長等は、自由討議を実施する場合において、市長及び執行機関の長並び
に説明員(以下「市長等」という。)の本会議又は委員会への出席要請は必要最
小限にとどめるものとする。

(発言者等)
第4条 発言者は、議長等が指名するものとする。
2 発言者は、自らの意見や考えを積極的かつ丁寧に述べるとともに他の議員
又は委員の意見に対しても真摯に耳を傾け、討議を尽くして論点を明確にし、
最適な結論を導き出すよう努めるものとする。
3 市長等は、発言に加わらないものとする。ただし、議長等から発言を求め
られた場合及び議長等から許可を得た場合は、この限りでない。

(討議時間等)
第5条 自由討議の討議時間は、30分以内とするものとする。ただし、議長等
が必要と認める場合は、この限りでない。
2 発言の回数は、同一の議員等につき、同一の議題について3回を超えること
ができないものとする。ただし、特に議長等の許可を得たときは、この限りで
ない。
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実施要項での規定例

長崎県
長与町議会

（開始）
第 3 条 自由討議は、本会議において議長の発議又は議員の動議により、委員会
において委員長の発議又は委員の動議により開始する。
2 前項の場合において、自由討議を発議する場合は、討議の趣旨及び目的を明
確に示さなければならない。
3 自由討議は、討論の前までに行うものとする。ただし、議長等が必要と認め
る場合は、この限りでない。
4 議長等は、自由討議を実施する場合において、町長及び執行機関の長並びに
説明員(以下「町長等」という。)の本会議又は委員会への出席要請は必要最小
限にとどめるものとする。

（発言者等）
第 4 条 発言者は、議長等が指名するものとする。
2 発言者は、自らの意見や考えを積極的かつ丁寧に述べるとともに他の議員又
は委員の意見に対しても真摯に耳を傾け、討議を尽くして論点を明確にし、最
適な結論を導き出すよう努めるものとする。
3 町長等は、発言に加わらないものとする。ただし、議長等から発言を求めら
れた場合及び議長等から許可を得た場合は、この限りでない。

（討議時間等）
第 5 条 自由討議の討議時間は、概ね 30 分以内とするものとする。ただし、議
長等が必要と認める場合は、この限りでない。
2 発言の回数は、同一の議員等につき、同一の議題について 3 回を超えること
ができないものとする。ただし、特に議長等の許可を得たときは、この限りで
ない。
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規定を設けていない議会例

愛媛県議会

議会基本条例はあるものの、議員間討議に関する規定はない。
議員間討議を規定しているその他条例や規則、要綱等はないが、
質疑途中で委員間で意見が相違する事項や県政の重要課題等、
委員間で討議し議論を深める必要がある場合、委員の要請に基
づき委員長の判断により討議を実施。

（実施例）

Ａ委員「・・・（質問あるいは意見）」
Ｂ委員「委員長、ただ今のＡ委員のご発言に対し、意見（質問）があり

ますので、議員間討議の許可をいただきたいと思います。」
委員長「Ａ、Ｂ両議員の議員間討議を許可します。」
Ｂ委員「ただ今のＡ委員のご発言についてですが、・・・・」
Ａ委員「それにつきましては、・・・」

（以下、議員間で討議）
委員長「議員間討議を終了してください。それでは質疑を続けます。」
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規定を設けていない議会例

愛知県
大府市議会

• 議会基本条例の制定はしておらず、議員間討議を規定してい
る条例や規則、要綱等もない。

• 議員間討議は主に委員会行政視察後の委員間の意見交換とし
て実施。

東京都
瑞穂町議会

• 議会基本条例の制定はしておらず、議員間討議を規定してい
る条例や規則、要綱等もない。

• 決算特別委員会で執行部側への質疑の後に、総務産業建設委
員会・厚生文教委員会に分かれ、それぞれの所管する事務事
項等に関する問題点や課題を抽出し、議員間で討議を実施。
結果を議場にて報告した。
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討議のルール例 ―発言時間・回数―

宮城県
岩沼市議会

【時間】制限なし
【回数】制限なし

• 自由討議における議員又は委員の発言は、回数及び時間を
制限しない

群馬県
太田市議会

【時間】委員長裁量
【回数】 制限なし

• 発言回数に制限は設けていない
• 発言を補足するために執行者に対して確認のための質疑も
認めている

• 発議は委員長が行うが、委員によるものも認める
• 討議の進め方及び討議時間は、委員長の裁量に委ねる

東京都
八王子市議会
【時間】制限あり
【回数】制限なし

• 委員１人あたり10分以内
• 発言回数の制限はなし
• ただし、１人が提示した１議題につき10分以内とする。
• 複数の他の議員が当該事案について討議に参加したとして
も、討議時間は10分となる

• 委員間討議後、再度市側に質疑することもできる



早稲田大学マニフェスト研究所 17

討議のルール例 ―実施の工夫―

栃木県
那須塩原市議会

• 討議を活発にするため暫時休憩を取り、執行部が退席して
から議員間討議を実施している

• 議事録では、議員間討議の実施について簡易採決の記録を
残し、暫時休憩中に行っている

東京都
町田市議会

• 議員間討議を行っていると、執行部への質疑に戻ってしま
うことがよくあるため、議員間討議の中で執行部にも質疑
できるよう、質疑の中で議員間討議を設けている

• 次第書では、「それでは質疑の途中ではありますが、これ
より議員会討議を行いたいと思います。ご発言があればお
願いいたします」としている

大阪府
八尾市議会

• 委員長が出席している委員全員に発言するよう指名してお
り、発言者の偏りを防ぐ工夫をしている。

• この工夫により各委員が市長提出議案以外の課題について
も、広く意識を持って「発言しなければならない」という
意識を持つようになった。
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討議のルール例 ―実施の工夫―

兵庫県
西脇市議会

• 各常任委員会で議論となったポイントについて、質疑終了
後に委員長の采配により行っている。

• 特に、予算決算常任委員会においては、委員会の質疑終了
後に論点整理を行い、2/3以上の合意を得た場合は、執行
機関への申入れを行っている。

兵庫県
宝塚市議会

• 自由討議は質疑を終結させずに行い、自由討議の中でさら
に質疑が必要であれば質疑に戻すことも可としている。

• 自由討議後に質疑がなければ、質疑を終結し、討論、採決
を行う。

大分県
中津市議会

• 一般質問終結後、議会運営委員会を開催し、自由討議の議
題（案件）を決定する

• 本会議は、フリートーキングで行い議長はコーディネー
ター役を務める

• 案件を提案した議員、または推選された議員が補足説明し、
自由討議を行う(１項目あたり50分以内)

• 本会議終了後、議会運営委員会を開催し、政策提言の決議
等の有無を確認する。
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討議のルール例 ―実施の工夫―

北海道
芽室町議会

• 質疑・答弁は議会基本条例第12条に規定する「７項目」
を論点として考える。

• その後「説明に係る現状の把握と整理」「問題点及び課題
の抽出」「問題の解決策立案」について、自由討議を行う
よう諮ってから進行する。

（第12条）
議会は、町長等が提案する重要な政策等の意思決定においては、その
水準を高めるため、次に掲げる政策形成過程を論点として審議します。
（１）政策等の発生源
（２）検討した他の政策等の内容
（３）他の自治体の類似する政策等との比較検討
（４）総合計画の実行計画及び個別計画における根拠又は位置付け
（５）関係ある法令及び条例等
（６）政策等の実施に関わる財源措置
（７）総合計画上の実行計画及び将来にわたる政策等のコスト計算）
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討議のファシリティ例

議員間討議を効果的に進めるために、ファシリティを工夫する議会もある。
『議論の見える化』をはかるために、「ホワイトボード」や「付箋」をつかい、
メリットやデメリット、共通点や着地点を見出す。

出典：政治山「議員間討議の充実による議会力のアップ～千葉県流山市議会の改革の取り組みから～」
https://seijiyama.jp/article/columns/w_maniken/wmk03_12.html
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討議の記録公開例

兵庫県宝塚市議会では、それぞれの議案の「論点」をあらかじめ明らかにして
いる。委員会報告書では、「論点」とともに「自由討議」の内容を記載しホー
ムページで公開している。

出典：宝塚市議会ホームページ委員会の審査報告
http://www.city.takarazuka.hyogo.jp/gikai/katsudo/1000967.html

論点を明記

自由討議の
内容を掲載
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提言

（１）議員間で討議できる制度を導入する
賛成か反対かの主義主張をぶつけるだけでなく
よりよい結論に達するため、議員間で討議を行う場をつくる。

（２）論点・争点を明確にする
住民にポイントがわかりやすいように
論点・争点を整理し、明示する。

（３）効果的な討議の手法を取り入れる
議長や委員長のリーダーシップやファシリテーションのほか
各議員が効果的な話し合いの手法を学ぶことも必要。

（４）情報源を持つ
執行部側から提案された情報だけでなく、住民との対話や現地調査、
他都市の事例や専門的知見・データベースの活用、図書館司書との
連携など議会独自の情報源を持つことが重要。

地方創生時代において、地方議会での議決はとても重みがある。議決を行う前に、
議員同士が討議を十分につくし、合意形成を行う必要がある。また、課題や議案に
対し、どのような争点や論点があり、どのような議論を経て結論に至ったのか、住
民に対して説明する責任がある。
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ご案内

調査結果に関しては、下記サイトにて随時公開していきます。

早稲田大学マニフェスト研究所

議会改革調査部会ページ

http://www.waseda-manifesto.jp/gikaikaikaku
※「議会改革度調査2016」は、2016年度の取り組みを対象にしています。

調査概要はサイト内にてご参照ください。

早稲田大学マニフェスト研究所
議会改革調査部会 担当：永尾、青木

〒103-0027 東京都中央区日本橋1-7-12
国土施設ビル3Ｆ

Mail：mani@maniken.jp
Tel：03-6214-1315 
fax：03-6214-1186
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予算決算委員会の在り方への意見等の対応について 

 

１ 今後検討する事項 

会派 

議員名 
提出意見 

超党はまだ １ （9 月の決算審査時）主要施策等実績報告書に、執行部に

より、事業実施評価、うまくいかなかった理由、残された

課題などを記述してもらう。（業務の負荷になるが、これは

執行部にとっても必要なものである） 

西村議員 １ 決算審査（9 月議会）のあり方についての意見 

  予算決算委員会における質疑終了後、1 日程度の設定で 3

つの常任委員会ごとに分かれて意見を集約し、その集約し

た意見を全体会において発表し、最終的に予算決算委員会

としての附帯意見としてまとめ上げる方式を提起したい。 

（現状に対する問題意識） 

 1 年間の市政運営の決算審査にあたり、結果的に数百に及

ぶ事業に対し何の附帯意見もつけずに「認定」とする議員

が相当数存在する現状は、改善の必要アリと考える。 

 また、質疑終了後、すぐに議員に意見を求める（書いても

らう）現在のやり方では、議員の理解が深まらないように

感じている。 

 少人数で意見が出やすい状況をつくるためにも、常任委員

会単位での意見集約をスケジュールに加え、意見集約を 2

段階制にすることで上記 2 項目の弱点の強化をめざす。 
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２ 対応決定事項 

 窓口質問を控えること 

 個人一般質問にならないこと 

 質問の重複は会派内で極力調整する（努力義務） 

 通告しなければ質疑ができない。 

 

会派 

議員名 
提出意見 対応 

山水海 １ 窓口で聞いて理解できる予算決算案について

は、窓口で対応してもらうことも必要では？ 

3 月定例会議

から実施 

２ 質問の件数、時間制限は難しいが、あまり多

くなるものについては、各会派で調整が必要

では？ 

3 月定例会議

から実施 

３ 委員長より再三一般質問にならないようにと

注意があるが、質疑精度については委員各位

が配慮すべきでは？ 

3 月定例会議

から実施 

創風会 １ 窓口に行って、聞けば良いような質疑が、散

見される。 

3 月定例会議

から実施 

２ 当初予算審査と決算審査では、取下げが多す

ぎる。 

3 月定例会議

から実施 

３ 要望が多い、質疑をして欲しい。 3 月定例会議

から実施 

４ 一般質問になっている質疑が多い。 3 月定例会議

から実施 

５ 質問をしなかった議員に一人一問受け付け

る、という委員長の進行は丁寧すぎるのでは

ないか。 

3 月定例会議

から実施 

未来 １ 聞けば判る程度の質問は控え、長い一般質問

になれば、委員長が制止する。 

3 月定例会議

から実施 

２ もしくは、あらかじめ、議員の持ち時間を制

限する。 

導入見送り 

公明クラブ １ 窓口で確認できる質問は行わない。 

（事業内容だけ聞く） 

3 月定例会議

から実施 

西川議員 １ 審議、審査する件数が多いので効率化が必要。

基本的に所属する委員会の所管する予算決算

について担当するものとし、所属委員会以外

の案件については、1 人当たりの件数を決め

て行ってはどうか。（例えば、所属委員会以外

の予算決算についての質疑は 1 人 5 件まで） 

過 去 の 経 過

を踏まえ 

導入見送り 

 



浜田市議会請願者等の意見陳述等に関する規程（案） 

 

（趣旨） 

第 1 条 この告示は、浜田市議会基本条例（平成 23 年浜田市条例第 34 号）

第 21 条第 5 項に規定する請願者又は陳情者（以下「請願者等」という。）

の説明又は意見陳述（以下これらを「意見陳述等」という。）に関し必要な

事項を定めるものとする。 

（意見陳述等をすることができる者） 

第 2 条 意見陳述等をすることができる者は、請願者等のうち 1 人とする。 

（意見陳述等の申出等） 

第 3 条 意見陳述等をしようとする請願者等（以下「意見陳述者」という。）

は、意見陳述等申出書（様式第 1 号）を議会運営委員会が別に定める期日

までに、議長に提出しなければならない。 

2 議長は、前項の申し出があったときは、意見陳述等実施通知書（様式第 2

号）により、意見陳述者に通知するものとする。 

（意見陳述等を行う時期） 

第 4 条 意見陳述等を行う時期は、請願又は陳情（以下「請願等」という。）

の審査が行われる委員会（浜田市議会委員会条例（平成 17 年浜田市条例第

306 号）に規定する常任委員会、議会運営委員会及び特別委員会をいう。）

の審査の前とする。 

（意見陳述等の時間） 

第 5 条 意見陳述等の時間は、請願等 1 件につき 3 分以内とする。 

（意見陳述者に係る質疑） 

第 6 条 委員会の委員（以下「委員」という。）は、意見陳述者に対して質疑

をすることができる。 

2 意見陳述者は、委員及び市長その他の執行機関に対して質疑をすること

ができない。 

（費用弁償） 

第 7 条 意見陳述者には、意見陳述等に係る旅費等を支給しない。 

（その他） 

第 8 条 この告示に定めるもののほか、必要な事項は、議長が議会運営委員

会に諮って定める。 

附 則 

この告示は、令和 3 年〇月〇日から施行する。  

資料 5 

さらに意見陳述の内容、 

陳述者の守るべき事項等の追加を検討予定 



様式第 1 号（第 3 条関係） 

 

  年  月  日 

 

 浜田市議会議長 様 

                 請願・陳情（代表）者 

                   住 所 

                  （団体名） 

                  （ふりがな） 

                   氏 名             

                   連絡先  

                          

 

意見陳述等申出書 

 

令和   年  月  日に提出しました請願・陳情についての意見陳述等を希

望します。 

 

１ 請願・陳情名                             

 

                                     

 

                                     

 

                                     

 

                                     

 

２ 意見陳述等を行う人の住所・氏名・連絡先 

 □ 上記の請願・陳情（代表）者と同じ 

 □ 異なる場合（団体からの請願等で代表者でない場合） 

   

                                    

  



様式第 2 号（第 3 条関係） 

 

  年  月  日 

 

 意見陳述者  様 

                   浜田市議会議長        印  

 

意見陳述等実施通知書 

 

令和   年  月  日付で申し出のありました意見陳述等について、浜田市

議会請願者等の意見陳述等に関する規程第 3 条第 2 項の規定により通知します。 

 

意見陳述等を実施

す る 請 願 ・ 陳 情 
 

委 員 会 開 催 日 時  

会 場  

意 見 陳 述 者  

備 考  

 


